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特別職の責任追求と修正動議
〜第３回定例会の注目点〜

　第 3 回定例会では、市有公共用地貸借に関する調査特別委員会の調査報告に係る市長及び教
育長の責任を給与減額で示すべきとの議員提出議案が可決。この結果を受け、市長は本件を再議
に付しました。
　また、補正予算に対する修正動議が提出されるなど、様々な動きがありました。
　議会で議題となった 2 つの案件について取り上げます。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

❶市長・教育長の給料減額に係る議員提出議案を可決

議員提出議案第２号　石岡市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の
臨時特例に関する条例の制定をする事について

【提案理由】
　市有公共用地貸借に関する調査特別委員会において調査した２つの事業「Food Food Food 2023」及び

「Otomeshi Festival 2024」については、非常に多くの不適切な事務処理が確認された。これは事務を行う職
員のミスから起因するものだとしても、その原因は、庁議において市長が発した言葉を忠実に実行しようとする
あまり、結果的に条例・規制から逸脱してしまったことにあると考えられる。
　特別委員会では提出された資料を確認し、証人尋問を行なった結果をまとめ、報告書として提出したにもかか
わらず、市長が下した判断は事務を行った職員の処分であり、今回行われた処分のうち、最も重い処分は担当職
員に課せられた。
　原因は市長の言動に端を発しているにもかかわらず、命令された職員のみが処分されることは、職員の士気や
意欲を低下させることは目に見えている、たとえ上司からの命令であれ、法令に従うことは原理原則であること
に間違いはないが、今回の処分を受けて、職員が命令に拒否感や抵抗感を持つ可能性があり、ひいては石岡市と
しての士気が低下し、行政サービスに多大な影響を与える恐れがある。
　そのような状況を招く恐れのある処分をした市長の判断は、多くの職員を抱える市役所のトップには相応しい
ものではない。自らの言動に端を発していることを理解し、自らの責任を厳しく受け止めるべきである。
　谷島市政においては、議会から複数回にわたり辞職勧告決議を提出され、百条委員会も設置された。その上、
今回担当職員のみを処分する判断をしたことは、まさに自己保身のためといわざるを得ない。
　さらに、教育長自ら「事務処理に不備があった事については、すべて事前相談を受け許可した」「手続き上の不
備を指摘できなかった責任は重い」「市政及び教育行政への信頼を損ねた責任は大変重い」と答弁しているとおり、
今回の問題について重大な責任を有している。
　よって、市長及び教育長には自らの責任を示すため、その給与を減額するものである。　

【内　容】
　令和７年 10 月１日から同年 12 月 31 日までの間、給料月額について、市長は 30 パーセント、教育長は 10 パー
セントをそれぞれ減じた額とする。　

市有公共用地貸借に関する調査特別委員会の報告
書では、本来収入として得る利益について対応す
べきであると指摘した。しかし、市長は一貫して
当市の損失は認めず、自らの責任も、再発防止、
市民の信頼回復という言葉に置き換え、一切言及
しなかった。部下の職員のみを処分し、自らは全
く責任を取ろうとしない市長の姿勢は、我々市民
の代表として看過することはできない。

法の想定を超えるものであり、実際、他自治体の
事例では、同様の条例改正が県知事の裁定により
違法と判断され、取り消されている。また、実質
的に懲戒に当たるものである。市長と議会は対等
の立場であり、議会が市長に対して懲戒を科すこ
とは、地方自治法上認められていない。さらに、
市長と議会が対立関係を深め、行政運営を停滞さ
せる結果を招くことが懸念される。

反対討論 賛成討論

賛成多数で原案可決（令和 7 年 9 月 4 日）
この結果を受け、議決に対し異議があるとして、市長から再議に付す旨の文書が議会へ提出されました。

詳細は
次ページ
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再議とは
　地方自治法第 167 条に基づき
市長が行使できる権利です。市長
が議会に対して、議案の審議及び
議決を再度求めるものです。

第１項：議決に異議がある場合
第４項：議決に法令違反等がある
　　　　場合

議員提出議案第２号の再議
【経　緯】
　令和７年９月 10 日付で市長より、議員提出議案第２号を地方自治
法第 167 条第１項の規定に基づき再議に付する旨の文書が提出され、
定例会最終日、審議が行われた。

【提出理由】
　イベントに対する庁議での発言は、安全面での協力について発言し
たものであり、職員への圧力という事実誤認に基づき提案された議案
である。また、市政執行の責任者として、市長および教育長には適正
な事務を行っていく責任はあるが、条例における減給ではなく、不適
切な事務の改善や制度改正などを通じて実現するものであると考える。

市民の方々にも納得いただけるような責任の
在り方について、具体的な考えは？

再発防止策や規制、条例の整備を徹底していく
ことで、その責任を果たしていきたい。

制度改善は当然必要だとしても、並行してトッ
プ自らが責任を明確に示すことが、市民の信
頼回復に不可欠ではないか？

不適切な事務処理が行われないよう管理監督を
適正に行い、市民の信頼回復に努めることが、
市長及び教育長の責務であると考えている。

再議に付した理由に対する質疑
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※「○」は議案の議決に賛成、「●」は反対、議長も採決に加わります。
議員提出議案第２号に対する反対・賛成
それぞれの立場より討論が行われ、採決
の結果、出席議員のうち 3分の 2以上の
賛成があったため、令和７年９月４日の
議決のとおり決定（賛否については右表
のとおり）

❷令和７年度石岡市一般会計補正予算（第２号）を修正可決

第３回定例会閉会日（令和７年９月11日）
　定例会最終日、櫻井茂議員ほか 2 名の議員により石岡駅周辺公園維持管理経費 1,655 万 5,000 円を補
正予算案から減額修正する「議案第 66 号・令和 7 年度石岡市一般会計補正予算（第 2 号）に係る修正の
動議」が提出されました。
　採決の結果、修正案は賛成多数で可決し、修正部分を除く部分については原案可決しました。

第６回産業建設委員会（令和７年９月９日）での議論
石岡駅周辺公園維持管理経費1,655万 5千円について、各委員が質疑、討論しました。

セクションを設置するので、約 1,600 万予算確保するとのことだが、具体的にどこの場所にどのように
設置するのか？現在のスケートボードパークを拡張するのか、そのままなのかも説明がない。

整備予定箇所の拡張は考えない。現在のスケートボードパークの中の空きスペースに、新セクションと
して設置を予定。具体的な場所は、スケートボードパーク内の石岡駅側寄りに新しい大型セクションを
追加したいと考えている。

【反対討論】
　緊急性、担当部から予算をつけたい意向が伝わ
らない。このような形で提案を通すと、委員会の
意味がなくなる。委員会軽視にもつながることも十
分理解した上で、今後進めていかなければならな
い。今回の提案に関しては反対。

【賛成討論】
　セクションの設置費用についてはもっと丁寧な説
明やきちんとした計画性を持ち事業化すべき。基
本的に一般会計補正予算案に賛成しつつ、最終的
にはセクション設置の費用を削除した補正予算の
修正案を、最終日には提案するということで賛成。

採決の結果、賛成多数で原案可決すべきものと決した
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■旧児童館維持管理経費 遊具修繕工事 206万8千円

■郵便局証明書交付事務費 659万4千円

■商工振興事業 イベント会場設営
委託料 123万3千円

■上曽トンネル整備事業 上曽トンネル
整備委託料 2億4千万円

■学校維持管理経費 学校施設整備工事 1,179万2千円

は
、
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
す
る
こ
と

と
し
た
令
和
６
年
度
各
会
計
決
算
認
定
議

案
を
除
き
、
採
決
の
結
果
、「
令
和
７
年
度

石
岡
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）」

は
修
正
可
決
、
そ
の
ほ
か
は
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。



ギカイの視点

5 いしおか市議会だより　第97号
令和7年12月1日　発行

八郷総合支所園部出張所を廃止
石岡市部等設置条例の一部改正

　令和７年 11 月 30 日をもって、園部地区にある石岡市八郷総合支所園部出張所を廃止するためのもの。出
張所の廃止について、地域の皆様にはご理解とご協力をいただけるよう、周知を図る旨の説明がありました。
その内容について、議員から質疑があり、また議案に対して意見が付されました。

学校へ配布、ホームページもあるが、地元の方にどのような仕方で周知をするのか？

ホームページでの掲載、地元園部地区への廃止に伴うチラシの配布。また、園部地区公民館、
そういった施設の入口に廃止のポスターの掲示を現在想定している。

郵便局証明書交付事務費
郵便局証明書交付事務費　659万 4千円を計上

郵便局の受託要件とされた園部郵便局にキオスク端末を設置する理由は？

園部出張所は取扱い件数が多いことから、郵便局職員の増員が必要になるということで、
代替案として、キオスク端末の設置が提案された。キオスク端末を設置することで窓口
での対応が減り、窓口軽減のために設置。

採決の結果、全会一致で意見を付すことと決した

● 附帯決議　議会または委員会における審査の対象となる案件と議案の議決に当たって、議会
の意思を表明するため、付随的に付けられる意見または要望の決議のこと。

?

附帯決議
石岡市が八郷総合支所園部出張所を廃止することについては、民間への業務委託を取り入れな
がら、市の行財政改革等に基づき進められているものである。しかし、廃止から委託開始まで
の時間差があり、地域住民に対してサービスの低下を招くおそれがある。執行部においては、
市民サービスの低下を招かぬよう地域住民に対しての周知徹底をし、出張所の廃止後、地域住
民からの問合せに対し、適切な行政支援、丁寧な対応をするよう強く求めるものである。

　園部郵便局証明書交付事務委託料 25 万 1,000 円。住民情報系システムの設定変更をするシステム改修委
託料 13 万 2,000 円。ファックス機器の借上げ及び住民基本台帳ネットワーク機器を借り上げる備品借上料
13 万 3,000 円。通信回線工事 30 万 3,000 円。公印及びレジスターを購入する事務用備品 15 万 2,000 円。
キオスク端末を購入する電算用備品 554 万 2,000 円を増額補正するもの。
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学校維持管理経費
学校施設整備工事1,179万2千円を増額

　柿岡小学校及び恋瀬小学校において、校舎内に設
置している消火栓ポンプが経年劣化により作動に支
障が生じていることから、機能回復のため更新・修
繕を行うもの。

いつ頃の竣工を目指して利用ができるよう
になるのか？

今回の補正予算を認めていただいた後に、
速やかに発注へ向けた手続に入り、早期の
工事完了を目指して進める考え。

当初予算でなくて補正予算となった理由
は？

昨年度の点検業務委託において不具合が判
明。時期的に当初予算への計上が間に合わ
ず、その後、改めて現状確認や予算要求へ
の準備に時間を要し、今期定例会での補正
予算計上になった。

陳情の審査
受理した陳情のうち、陳情8件について結論を出しました。（続きは次ページ）

●石岡市役所本庁舎に土浦市のような情報公開室の設置及び石岡市情
報公開の請求に係る情報開示決定期間の短縮を求める陳情

　【審査結果： 不採択】
陳 情 趣 旨　文書等を閲覧したい場合、各担当部署へ訪ねて問合

せをしなければならないため、石岡市情報公開室の設置を求める。ま
た、情報公開請求されてからの決定期日の短縮を求める
審査委員会　総務企画委員会
委員会の意見　委員からは「本庁の１階に情報コーナーを設置し、議

会も含めて文書等の閲覧ができる、また、速やかに処理をしていると
いう状況であれば、他市と同様にしなくてもいいのではないか」との
意見が出されました。

●八郷総合支所総務課の廃止を求める陳情【審査結果：不採択】
陳 情 趣 旨　八郷地区市民からの要望等があっても、支所総務課

職員は、八郷地区市民、本庁担当部署職員との間に入って調整するこ
とから、ＤＸ先進地を参考に行政組織のスリム化として八郷総合支所
総務課の廃止を求める
審査委員会　総務企画委員会
委員会の意見　委員からは「市民サービスのためには、八郷総合支

所にも総務課はあったほうがいいのではないか」との意見が出されま
した。

●茨城県県央水道の上水道を八郷水道事業浄水場まで接続する工事を
早期に実施し、八郷地区の水不足の解消を求める陳情

　【審査結果：不採択】
陳 情 趣 旨　早急に茨城県企業局の管理運営している県中央広域

水道の水を石岡市八郷水道事業所浄水場へ接続し、八郷浄水場の水不
足を解消するよう求める
審査委員会　産業建設委員会
委員会の意見　委員からは「今後、県との経営の一体化に向けた中で、

よりよい対策であったり、手法も含めて、慎重に検討を進めるべき内
容であると思う」との意見が出されました。

●石岡市議会中継録画の配信時期をなるべくリアルタイムで、早く配
信することを求めることの陳情【審査結果： 不採択】
陳 情 趣 旨　石岡市議会中継録画の配信時期を、議会開催３日後

に改善を求める
審査委員会　議会運営委員会
委員会の意見　委員からは「他市と比べても特に遅いというわけで

はない。予算の関係もあるので、現状のままで差し支えない」との意
見が出されました。

●石岡市において多額の市税、使用料金の滞納額削減をスピード感を　
　もって推進し、自主財源の少ない石岡市の健全財政運営を強力に進　
　めることを求める陳情【審査結果：不採択】
陳 情 趣 旨　他市では、都内の弁護士法人に依頼し、あらゆるも

のの滞納額の削減を実現しているため、当市においても先進地事例を
参考にして滞納額削減を求める
審査委員会　総務企画委員会
委員会の意見　委員からは「陳情についてはもっともと思える部分

はあるが、提案がはっきりここに頼めとの文章ではこのまま採択する
わけにはいかないのではないか」との意見が出されました。

●石岡市が所有し管理責任者となっている林道上曽線の不法投棄廃棄
　物の撤去を求める陳情【審査結果：不採択】
陳 情 趣 旨　廃棄物不法投棄及び違法残土不法投棄対策担当部署

において、早急に林道の現地調査を実施・廃棄物を撤去・自然景観豊
かな林道に復旧することを求める
審査委員会　産業建設委員会
委員会の意見　委員からは「市としては、民有地への積極的な廃棄

物の回収というのはやっていない、基本的にできないと、法律上その
ような取扱いになると思うので、廃棄物については、土地の
所有者などにおいて対応してもらうのがよいのではないか」
との意見が出されました。

NHK受信料の契約
ＮＨＫ放送受信契約の契約漏れ

　全国の自治体において、テレビ受信機能付きの
カーナビ搭載の公用車やワンセグ受信機能付き携帯
電話のＮＨＫ放送受信契約の契約漏れが報じられた
ことを受け、全庁的な調査を実施をしたところ、契
約が漏れていたことが判明。過年度分の受信料につ
いて、ＮＨＫと協議を進め、確定した受信料の補正
をするもの。

テレビ受信料で各部、課に横断的に発生し
ているわけだが、この未納についてどのよ
うに捉えているのか？

契約漏れの主な要因は、カーナビや携帯電
話にテレビ受信機能がある場合に、個人の
契約とは違い、受信設備ごとに契約が必要
であることが、共有が十分でなかった。
今後は、改めて注意喚起を行い、業務上必
要な場合を除き、テレビ放送の受信機能が
ない機器への更新を原則としていきたい。
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■賛成なしで不採択

■全会一致で可決

議案の審議結果

第３回定例会

陳　
　

情

石岡市役所本庁舎に土浦市のような情報公開室の設置及
び石岡市情報公開の請求に係る情報開示決定期間の短縮
を求める陳情

八郷総合支所総務課の廃止を求める陳情

石岡市における石岡市教育委員会所管及び生活環境部所
管の各市立公民館、市立コミュニティセンターを笠間市、
つくば市のような地域交流という形態に変更することを
求める陳情（文教厚生委員会所管にかかる部分）
石岡市における石岡市教育委員会所管及び生活環境部所
管の各市立公民館、市立コミュニティセンターを笠間市、
つくば市のような地域交流という形態に変更することを
求める陳情（産業建設委員会所管にかかる部分）

令和７年第３回定例会

予　
　

算

令和７年度石岡市一般会計補正予算（第２号）
修正部分を除く部分

令和７年度石岡市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和７年度石岡市介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和７年度石岡市水道事業会計補正予算（第１号）

令和７年度石岡市公共下水道事業会計補正予算（第１号）

令和７年度石岡市農業集落排水事業会計補正予算（第１号）

第３回定例会

陳　
　

情

茨城県県央水道の上水道を八郷水道事業浄水場まで接続
する工事を早期に実施し、八郷地区の水不足の解消を求
める陳情
石岡市議会中継録画の配信時期をなるべくリアルタイム
で、早く配信することを求めることの陳情
石岡市において多額の市税、使用料金の滞納額削減をス
ピード感をもって推進し、自主財源の少ない石岡市の健
全財政運営を強力に進めることを求める陳情
石岡市が所有し管理責任者となっている林道上曽線の不
法投棄廃棄物の撤去を求める陳情

令和７年第３回定例会

条　
　

例

石岡市部等設置条例の一部改正

石岡市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例の制定

石岡市下水道条例の一部改正

石岡市水道事業給水条例の一部改正

そ
の
他

石岡市の特定の事務を取り扱う郵便局の指定

土地の取得（総合保健センター整備事業）

備品購入契約の締結
（令和７年度 高規格救急車更新（石岡愛郷橋救急１））

《会議の欠席状況》　なし

議 員 名
案 件 名

鈴
木　

将
史

富
田　

雅
史

中
根　

淳
一

鈴
木　

康
仁

飯
村　

一
夫

新
田　
　

茜

川
井　

幸
一

櫻
井　
　

茂

岡
野　

孝
雄

玉
造　

由
美

勝
村　

孝
行

谷
田
川　

泰

小
松　

豊
正

山
本　
　

進

関
口　

忠
男

池
田　

正
文

菱
沼　

和
幸

岡
野　

孝
男

髙
野　
　

要

鈴
木　

行
雄

第
３
回
定
例
会

令和７年度石岡市一般会計補正予算（第２号）
修正案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

石岡市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅
費に関する条例の臨時特例に関する条例の制定 ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● − ○ ● ○ ○ ● ○ ○

■賛否が分かれたもの（賛成多数で可決） ※「○」は賛成、「●」は反対、「−」は退席等
※議長は、採決に加わりません。

石岡市における石岡市教育委員会所管及び生活環境部所管の各市立公民館、市立コミュニ
ティセンターを笠間市、つくば市のような地域交流という形態に変更することを求める陳情

●文教厚生委員会所管にかかる部分【審査結果：不採択】
陳 情 趣 旨　 利用数の増加、地域のコミュニティを形成する機能の向上、観光の振興、市の魅力度向上、活性化の向上を促進するため、市

立公民館を地域交流センターという形態に変更することを求める
委員会の意見　 委員からは「形態を変えたからといって急にその地域の交流が向上するとは思えない。公民館という名前を変えるというこ

とは、条例規則も全て変えることになり、支障も出る。機能として差し支えが無いような気もするし、公民館事業としても立派に活動している」
との意見が出されました。

●産業建設委員会所管にかかる部分【審査結果：不採択】
陳 情 趣 旨　 地域コミュニティの活性化と観光の振興、市民の定住化促進を向上させるため、市立コミュニティセンターを地域交流セン

ターという形態に変更することを求める
委員会の意見　 委員からは、「コミュニティセンターは、指定管理者によって運営され、地域住民をはじめとした利用者のサービス向

上に常に努めているのではないかと思う。現行のコミュニティセンターの体制で十分役割は果たしている」との意見が出されました。

陳情趣旨の内容に応じて、2常任委員会でそれぞれの所管に係る部分の審査を実施。
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一般質問
［９月１日～９月３日］

　各議員が、市の行う事業の内容
を問いただしたり、政策提案をし
たりする一般質問。
　議員と市執行部との真剣勝負が
繰り広げられます。

質問者 質問項目 頁

池田　正文 市長の政治姿勢

9
谷田川　泰

石岡市の将来を見据えたまちづ
くりにおける基幹道路の整備

石岡市の著しい人口減少を踏ま
え、実効性のある施策の実施

川井　幸一
若い世代を呼び込む魅力あるま
ちづくり
特色ある教育（英語教育の特化）
の実践

10

山本　　進

市有公共用地貸借に関する調査
特別委員会報告書提出を受けた
執行部の対応

城南地区の廃校舎・跡地の利活
用と今後の課題

岡野　孝男

区・自治会等の運営

11

ゴミの収集・分別

土砂等による土地の埋立て等

櫻井　　茂
イベント広場周辺道路の整備

石岡中学校からの雨水流出

新田　　茜

児童盗撮共有事件を受け石岡
市としての取組

12石岡市におけるオーバードー
ズの現状と対策

石岡市の小中学校における空
調整備の現状

質問者 質問項目 頁

玉造　由美

小学生の登下校時における熱中
症対策

12
石岡市産の世界天然石材遺産
（ヘリテージストーン）

福祉事業（重度心身障害者福祉
タクシー利用料金助成事業及び
高齢者等配食サービス事業）

鈴木　康仁 財政運営の基本認識
13

中根　淳一 市職員の専門人材（スペシャリ
スト）育成に向けた取組

関口　忠男
八郷地区小学校の統合推進

14
石岡地域における産婦人科の誘
致

髙野　　要
複合文化施設（市民ホール）

百条委員会

富田　雅史
地中マーカーによる効率的な農
業の推進

15
市営霊園の今後

小松　豊正
中学校の部活の現状と課題

市の保育行政の現状と改善の方
向

飯村　一夫
八郷地区の水道事業

16

市立保育所の設備

鈴木　将史

小見地内の不法盛土等に対する
石岡市の対応
石岡ステーションパークの今後
の利活用

紙面の都合上、　　　　で色付けした項
目のみ掲載しています。
※スマホなどで、各議員のページに掲載

している二次元コードから、すべての
質問の録画映像をご覧いただけます。

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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動　画

動　画

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

谷
や

田
た

川
がわ

　泰
やすし

人
口
減
少
対
策
と
し
て
の
都

市
計
画
の
見
直
し
、
線
引
き

の
廃
止
の
考
え
は

石
岡
市
の
都
市
計

画
を
見
直
し
、
現

在
の
線
引
き
を
廃
止
し
、

土
地
の
自
由
度
が
高
ま

り
、
建
築
制
限
が
緩
和
さ

れ
、
土
地
の
価
格
も
下
が

り
、
住
宅
を
建
て
や
す
い

整
備
環
境
を
整
え
、
結
果

と
し
て
都
市
機
能
の
維
持

向
上
が
図
ら
れ
、
こ
れ
に

よ
っ
て
若
い
世
代
を
呼
び

込
み
定
住
さ
せ
る
政
策
を

実
施
し
な
が
ら
、
実
効
性

の
あ
る
人
口
減
少
対
策
を

実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
私

は
考
え
ま
す
。

　

都
市
計
画
の
見
直
し
、

線
引
き
の
廃
止
は
ど
う
し

た
ら
で
き
る
の
か
、
伺
い

ま
す
。

　

人
口
減
少
は
喫
緊
の
課

題
で
す
。
当
市
の
最
重
要

課
題
と
位
置
づ
け
を
さ
れ

て
い
る
中
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
施
策
を
振
り

返
り
、
こ
の
人
口
減
少
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

な
が
ら
、
実
効
性
、
即
効

性
の
あ
る
施
策
と
し
て
、

ま
ず
は
都
市
計
画
の
見
直

し
、
線
引
き
の
廃
止
に
よ

る
定
住
促
進
策
を
推
し
進

め
る
考
え
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

都
市
計
画
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
法
第
21
条
第
１

項
に
て
、
都
市
計
画
基
礎

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

都
市
に
お
け
る
人
口
、
産

業
、
土
地
利
用
、
交
通
な

ど
の
現
況
及
び
将
来
の
見

通
し
と
い
っ
た
客
観
的

デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
実
施

さ
れ
ま
す
。
本
年
度
、
基

礎
調
査
を
進
め
て
お
り
、

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
学

識
経
験
者
や
線
引
き
決
定

主
体
で
あ
る
県
の
意
見
を

伺
う
な
ど
、
引
き
続
き
調

査
研
究
を
行
い
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

都
市
計
画
の
見
直
し

は
、
急
激
な
人
口
減
少
や

高
齢
化
に
対
応
す
る
持
続

可
能
な
都
市
構
造
の
再
編

が
必
要
で
す
。
都
市
計
画

基
礎
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
見
直
し
の
必
要
性
を

学
識
経
験
者
や
県
な
ど
の

意
見
を
伺
い
、
将
来
の
定

住
人
口
の
増
加
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

は
、
出
生
率
向
上
、
移
住

推
進
を
２
本
柱
と
し
て
施

策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
社
会
情
勢
の
変

化
や
財
政
状
況
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
魅
力
的
な
ま
ち

づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
ま
す
。

池
いけ

田
だ

　正
まさふみ

文

市
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
市

長
　
政
治
的
責
任
を
取
る
考

え
は

第
３
回
定
例
会
開

会
日
、
議
長
の
許

可
の
下
に
市
長
は
発
言
を

し
ま
し
た
。
こ
の
発
言
の

意
図
、
そ
し
て
内
外
に
何

を
示
し
た
か
っ
た
の
か
、

伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
回
定
例
会

の
最
終
日
に
、
市
有
公
共

用
地
貸
借
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
の
最
終
報
告

が
行
わ
れ
、
執
行
部
に
対

し
て
幾
つ
か
の
指
摘
が
行

わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
執

行
部
で
は
先
日
、
関
係
職

員
に
対
し
て
処
分
を
行
い

ま
し
た
が
、
教
育
委
員
会

の
責
任
者
で
あ
る
教
育

長
、
市
の
最
高
責
任
者
で

あ
る
市
長
が
自
ら
の
責
任

に
対
し
自
ら
何
ら
か
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
を
科
す
と
い

う
話
は
、
全
く
聞
こ
え
て

き
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
百
条
委
員
会
に

関
す
る
市
長
の
政
治
責
任

と
い
う
も
の
は
、
職
員
の

処
分
と
は
全
く
次
元
の
違

う
問
題
と
し
て
、
ま
た
市

長
自
身
の
問
題
と
し
て
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
で
す
。
市
長
は
今
期
定

例
会
に
お
い
て
、
何
ら

か
の
方
法
で
責
任
を
取

る
考
え
は
お
持
ち
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
後
に
及
ん
で

美
辞
麗
句
を
並
べ
て
煙
に

巻
く
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず

に
、
や
る
か
、
や
ら
な
い

か
、
や
る
と
す
れ
ば
そ
の

方
法
も
併
せ
て
答
弁
を
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

定
例
会
初
日
に
お

話
し
し
た
内
容
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
は
、
報

告
書
を
受
け
、
市
と
し
て

の
再
発
防
止
策
、
あ
る
い

は
今
後
の
法
令
遵
守
に
対

し
て
の
決
意
と
、
今
後
議

会
の
皆
さ
ん
に
お
話
し
し

て
い
く
内
容
に
つ
い
て
、

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

特
別
委
員
会
か
ら
提
出

さ
れ
ま
し
た
報
告
書
へ
の

対
応
で
す
が
、
ま
ず
、
２

つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て

は
、
石
岡
市
の
知
名
度
向

上
や
経
済
波
及
効
果
等
、

十
分
効
果
が
あ
っ
た
も
の

と
考
え
ま
す
。一
方
、様
々

な
事
務
手
続
等
に
お
い
て

不
手
際
が
あ
っ
た
こ
と
も

間
違
い
な
い
事
実
で
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

先
ほ
ど
議
員
か
ら
お
話
が

あ
っ
た
と
お
り
で
す
。
改

め
て
再
発
防
止
策
、
適
正

な
事
務
の
遂
行
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
い
く
、
そ
の

責
任
を
負
っ
て
い
き
た
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。▲第 2 回定例会の概要は

こちら
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各
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ド
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映
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い
た
だ
け
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川
かわ

井
い

　幸
こういち

一

少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
と
い
っ
た

時
代
の
中
、
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
教
育
は
、

重
要
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
つ
く
ば
み
ら
い

市
が
、
市
内
の
全
保
育
施

設
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置
し
、

未
就
学
期
か
ら
英
語
に
触

れ
る
環
境
づ
く
り
を
行

い
、
文
部
科
学
省
か
ら
も

教
育
課
程
特
例
校
に
指
定

さ
れ
、
小
学
１
年
生
か
ら

英
語
の
授
業
を
行
い
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
を
目
指
す
と

い
っ
た
、
全
国
で
も
注
目

さ
れ
る
教
育
を
実
施
し
、

若
い
世
代
に
高
い
評
価
を

得
て
、
Ｔ
Ｘ
の
沿
線
と
相

ま
り
移
住
者
は
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

八
郷
地
区
は
間
も
な
く

小
学
校
が
統
廃
合
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
を
機
に
、
英
語

に
特
化
し
た
小
中
一
貫
校

と
し
て
、
人
口
減
少
が
著

し
い
こ
の
八
郷
地
区
に
若

い
世
代
を
呼
び
込
む
よ
う

な
教
育
と
い
っ
た
切
り
口

に
よ
る
移
住
・
定
住
を
促

す
施
策
を
し
て
は
ど
う
か

と
考
え
ま
す
。
こ
れ
に
つ

い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。　
　
　

英
語
教
育
に
つ
い

て
は
、
全
小
学
校

の
３
年
生
・
４
年
生
は
年

間
35
時
間
の
外
国
語
活
動

を
、
５
年
生
・
６
年
生
は

年
間
70
時
間
の
外
国
語
科

の
授
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
３
年
生
・
４
年
生
で

は
英
語
に
親
し
む
と
い
う

目
的
の
下
、
ク
イ
ズ
や
歌

な
ど
を
通
じ
て
英
語
に
慣

れ
親
し
む
と
と
も
に
、
日

常
で
使
わ
れ
る
挨
拶
や
会

話
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
活

動
を
行
い
、
５
年
生
・
６

年
生
で
は
、
音
声
に
慣
れ

親
し
ん
だ
上
で
、ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
や
短
文
を
読
ん
だ

り
書
い
た
り
す
る
こ
と
に

も
慣
れ
親
し
む
よ
う
、
学

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
１
年
生
・
２
年

生
は
時
間
割
に
位
置
づ
け

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
教
育

課
程
外
の
各
学
校
の
裁
量

の
時
間
に
お
い
て
、
年
に

数
回
、
外
国
語
指
導
助
手

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
来
校
す
る
日
を

活
用
し
、
英
語
に
親
し
む

活
動
を
実
施
し
て
い
る
学

校
も
あ
り
ま
す
。

　

教
育
と
い
っ
た
切
り
口

に
よ
る
移
住
・
定
住
を
進

め
る
先
進
的
な
取
組
を
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
９
年
間
の
一
貫

し
た
英
語
教
育
に
つ
い
て

も
検
討
し
ま
す
。

山
やまもと

本　　進
すすむ

不
適
切
な
事
務
処

理
を
行
っ
た
関
係

者
に
つ
い
て
、
処
分
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

の
で
、
処
分
に
至
っ
た
経

過
に
つ
い
て
、
説
明
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

条
例
に
反
し
た
使
用
料

免
除
は
、
市
の
信
頼
を
損

ね
る
行
為
で
、
形
式
的
な

経
済
効
果
で
帳
消
し
に
で

き
る
も
の
で
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

教
育
長
と
し
て
今
後
ど
の

よ
う
に
市
の
損
失
回
復
や

信
頼
回
復
に
取
り
組
む
の

か
伺
い
ま
す
。

　

今
回
の
責
任
、
教
育
委

員
会
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
最
終
的

な
決
裁
権
を
持
つ
谷
島
市

長
の
責
任
は
教
育
長
以
上

に
重
大
で
す
。
せ
め
て
最

高
決
裁
権
者
と
し
て
自
ら

を
律
し
、
市
民
に
責
任
を

示
す
姿
勢
が
不
可
欠
で

す
。
市
民
に
対
し
て
責
任

を
明
確
に
す
る
た
め
に
、

給
与
減
額
な
ど
の
具
体
的

な
処
分
を
自
ら
に
課
す
べ

き
で
す
。
市
長
と
し
て
こ

の
重
大
な
事
態
に
ど
う
向

き
合
い
、
ど
の
よ
う
に
自

ら
の
責
任
を
取
る
の
か
、

明
確
に
お
答
え
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

職
員
の
処
分
に
係

る
経
過
で
す
が
、

ま
ず
、
市
有
公
共
用
地
貸

借
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
の
会
議
録
、
ま
た
調

査
報
告
書
を
確
認
し
、
不

適
切
な
事
務
処
理
と
な
る

案
件
に
つ
い
て
、
８
月
21

日
に
分
限
懲
戒
等
審
査
委

員
会
を
開
催
し
、
審
査
を

実
施
。
そ
の
後
、
市
長
に

上
申
し
、
処
分
が
決
定
、

８
月
25
日
に
処
分
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
の
経
済
効

果
、
Ｐ
Ｒ
効
果
が
大
き
い

と
い
う
こ
と
で
、
市
と
し

て
使
用
料
を
免
除
し
た

も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
事
案
を
厳
粛

に
受
け
止
め
、
今
後
、
事

務
手
続
に
つ
い
て
、
こ
こ

は
し
っ
か
り
と
適
正
に
行

う
よ
う
再
発
防
止
策
を
講

じ
、
市
政
及
び
教
育
行
政

へ
の
信
頼
回
復
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

不
適
切
な
事
務
処
理
が

あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す

の
で
、
今
後
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
対
策
を

講
じ
て
い
く
こ
と
が
、
私

の
責
務
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
、
再
発
防
止
、

そ
し
て
市
民
の
信
頼
回
復

に
全
力
で
努
め
ま
す
。　
　
　
　

百
条
委
員
会
の
結
果
を
う
け

市
長
は
自
ら
に
処
分
を
課
す

べ
き
で
は
な
い
の
か

英
語
教
育
に
特
化
し
若
者
層

の
呼
び
込
み
を

▲市有公共用地貸借に
関する調査特別委員
の会議録はこちら
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櫻
さくらい

井　　茂
しげる

市
民
ホ
ー
ル
建
設
予
定
地
と

な
る
イ
ベ
ン
ト
広
場
周
辺
の

道
路
整
備
は

イ
ベ
ン
ト
広
場
か

ら
北
に
延
び
る
市

道
は
、
児
童
館
で
左
右
に

細
く
な
っ
て
分
か
れ
て
い

ま
す
。
児
童
館
が
取
壊
し

と
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
の

道
も
拡
幅
し
て
真
っ
す
ぐ

抜
け
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
児
童
館
北
側
の
部

分
に
住
宅
が
着
工
さ
れ
て

い
ま
す
。な
ぜ
石
岡
市
は
、

イ
ベ
ン
ト
広
場
周
辺
の
道

路
環
境
整
備
を
意
識
し
て

い
な
か
っ
た
の
か
。
市
道

整
備
計
画
と
建
築
確
認
申

請
の
関
係
性
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
道
路
整
備
を
進

め
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
と
い
う
意
味
で

も
、
狭
隘
道
路
に
つ
い
て

し
っ
か
り
対
策
を
つ
く
っ

て
い
か
な
い
と
、10
年
後
、

20
年
後
に
効
果
が
出
る
も

の
も
あ
る
わ
け
で
す
か

ら
、
な
か
な
か
思
う
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
は
で
き
な

い
と
思
い
ま
す
。
市
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
道
路

整
備
を
進
め
て
い
く
の

か
。
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
市

民
ホ
ー
ル
を
建
て
る
の
で

こ
れ
か
ら
道
路
整
備
を
考

え
る
ん
だ
、
車
の
流
れ
を

考
え
る
ん
だ
と
い
う
の
で

は
、
間
に
合
わ
な
い
と
思

い
ま
す
。都

市
計
画
道
路
の

予
定
路
線
等
で
建

築
に
一
定
の
制
限
を
設
け

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
ほ
か
の
箇
所
に

つ
い
て
は
制
限
等
を
設
け

る
の
は
難
し
い
状
況
で

す
。
一
般
の
市
道
の
拡
幅

整
備
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
地
域
か
ら
の
要
望
書

を
受
け
て
整
備
し
て
い
ま

す
。
要
望
か
ら
事
業
開
始

ま
で
長
時
間
い
た
だ
く
場

合
も
あ
り
、
現
地
の
状
況

も
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
拡
幅
要

望
が
あ
る
路
線
沿
線
で
の

建
築
に
関
す
る
相
談
を
受

け
た
際
に
は
、
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

議
員
か
ら
指
摘
が
あ
っ

た
狭
隘
道
路
で
す
が
、
渋

滞
の
懸
念
や
、
特
に
住
民

の
安
全
性
確
保
が
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
広
場
へ
新
施
設
が
で
き

る
こ
と
で
、
周
辺
の
交
通

状
況
も
変
化
す
る
こ
と
が

十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
広
場
周
辺
の
効
率

的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
住
民
の
利
便
性
を
考

え
た
周
辺
道
路
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
早
急
に
調
査

を
開
始
す
る
よ
う
関
係
部

署
へ
指
示
を
し
て
い
き
ま

す
。

岡
おか

野
の

　孝
たか

男
お

区
・
自
治
会
等
の

運
営
に
つ
い
て
、

ま
ず
、
加
入
率
の
推
移
を

伺
い
ま
す
。次
に
、区
・
自

治
会
の
役
員
に
な
る
と
、

い
ろ
い
ろ
パ
イ
プ
役
と

い
っ
て
も
幅
広
く
、
役
に

就
く
と
仕
事
が
あ
る
感
じ

が
し
ま
す
。
や
は
り
役
に

な
っ
て
も
ら
え
な
い
と
い

う
の
に
は
、負
担
が
あ
る
。

そ
の
負
担
軽
減
な
ど
の
取

組
が
あ
れ
ば
伺
い
ま
す
。

　

区
・
自
治
会
等
の
活
性

化
策
に
つ
い
て
、
総
務
省

の
自
治
会
等
に
お
け
る
地

域
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
実

証
事
業
の
一
環
と
し
て
、

令
和
５
年
度
か
ら
千
葉
市

で
は
、
町
内
自
治
会
Ｄ
Ｘ

支
援
の
取
組
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

地
域
交
流
ア
プ
リ
を
使
っ

て
効
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
活
性
策

を
取
り
入
れ
る
考
え
は
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

当
市
に
お
け
る
自

治
会
加
入
率
の
直

近
５
年
間
の
年
度
末
の
推

移
は
、
令
和
２
年
度
68
・

７
％
、
令
和
３
年
度
67
・

８
％
、
令
和
４
年
度
66
・

７
％
、
令
和
５
年
度
65
・

７
％
、
令
和
６
年
度
64
・

８
％
と
、
年
々
減
少
し
て

い
る
状
況
で
す
。
負
担
軽

減
等
の
取
組
に
つ
い
て
、

転
入
者
の
方
に
は
市
民
課

窓
口
で
自
治
会
加
入
促
進

の
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
と

と
も
に
、
区
長
会
と
石
岡

市
連
名
で
自
治
会
等
加
入

促
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
て
お
り
、
区
長
会
総
会

で
の
配
布
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な

ど
、
啓
発
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
自
治
会
へ

の
未
加
入
が
進
む
中
で

は
、
自
治
会
に
加
入
す
る

こ
と
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
等
も
有
効
な
手
段
と

な
り
得
る
と
想
定
さ
れ
て

い
る
の
で
、
先
進
地
事
例

を
含
め
調
査
研
究
し
て
、

負
担
軽
減
、
加
入
促
進
に

つ
な
い
で
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

千
葉
市
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
利
用
し
た
プ
ッ
シ
ュ

型
広
報
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利

用
し
た
会
議
開
催
等
の
導

入
に
向
け
た
出
前
講
座
、

支
援
員
に
よ
る
導
入
支
援

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル
化
支

援
事
業
は
自
治
会
役
員
の

負
担
軽
減
と
な
る
可
能
性

が
高
い
た
め
、
有
効
な
事

業
と
考
え
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
石
岡
市
区
長

会
と
も
調
整
の
上
、
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

区
・
自
治
会
等
の
運
営

加
入
率
向
上
や
デ
ジ
タ
ル
化

の
取
組
に
つ
い
て
問
う

▲自治体加入のご案内
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

玉
たまづくり

造　由
よし

美
み

ヘ
リ
テ
ー
ジ
ス
ト
ー
ン
に
認

定
さ
れ
た
石
岡
市
産
の
花
崗

岩
の
活
用
を

現
在
、
開
催
中
の

大
阪
・
関
西
万
博

に
お
い
て
、
ブ
ル
ガ
リ
ア

館
の
前
庭
に
、
石
岡
市
産

の
や
さ
と
み
か
げ
石
で
彫

刻
さ
れ
た
石
像
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
像

は
、
日
本
人
と
ブ
ル
ガ
リ

ア
の
彫
刻
家
の
手
で
制
作

さ
れ
、し
か
も
、ヘ
リ
テ
ー

ジ
ス
ト
ー
ン
に
も
認
定
さ

れ
た
石
岡
市
産
の
花
崗
岩

で
で
き
て
い
ま
す
。
石
岡

市
に
と
っ
て
、
と
て
も
意

義
が
大
き
い
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
に
対
す
る
考
え

と
石
岡
市
産
の
や
さ
と
み

か
げ
石
に
関
す
る
活
用
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

次
に
、
市
民
に
広
く
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
、
広

報
紙
へ
の
掲
載
や
子
ど
も

た
ち
へ
の
教
育
な
ど
に
活

用
し
て
は
ど
う
か
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
偉
大
な
る
地
質

遺
産
を
石
岡
市
民
の
身
近

な
も
の
と
し
て
認
識
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
活
用
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。こ
の
点
に
つ
い
て
、市

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

令
和
６
年
９
月
段

階
で
、
ヘ
リ
テ
ー

ジ
ス
ト
ー
ン
は
世
界
55
か

所
で
認
定
さ
れ
て
お
り
、

東
ア
ジ
ア
地
域
初
の
認
定

で
す
。
作
品
が
大
阪
・
関

西
万
博
に
て
展
示
さ
れ
た

こ
と
は
、
筑
波
山
地
域
の

花
崗
岩
の
文
化
的
活
用
の

歴
史
と
し
て
意
義
が
大
き

く
、
当
市
も
参
加
し
て
い

る
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー

ク
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
選

挙
の
折
に
使
用
さ
れ
る
文

鎮
に
当
市
で
産
出
さ
れ
た

花
崗
岩
が
使
用
さ
れ
、
ジ

オ
パ
ー
ク
で
ヘ
リ
テ
ー
ジ

ス
ト
ー
ン
を
活
用
し
た
ツ

ア
ー
も
計
画
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
小
学
校

の
教
科
書
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
近
年
、
そ
の
取
組

が
高
く
評
価
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
花
崗
岩
に
つ

い
て
も
、
出
前
授
業
な
ど

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
郷
土
に
よ
り
一
層
愛
着

を
持
て
る
よ
う
に
図
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
ヘ
リ
テ
ー
ジ

ス
ト
ー
ン
に
認
定
さ
れ
た

筑
波
山
地
域
の
花
崗
岩

は
、
石
岡
の
豊
か
な
自
然

を
構
成
す
る
重
要
な
要
素

で
す
。
万
博
を
一
つ
の
契

機
と
捉
え
、
こ
れ
ら
を
活

用
し
た
当
市
の
魅
力
発
信

に
、
力
を
入
れ
て
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
に っ た

田　　茜
あかね

体
育
館
、
武
道
館
に
お
け
る

空
調
整
備
　
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
た
積
極
的
な
対
応
を

年
々
異
常
な
暑
さ

が
続
く
中
、
国
で

は
法
律
が
改
正
さ
れ
る
な

ど
、
熱
中
症
に
対
す
る
対

応
は
国
を
挙
げ
て
の
対
策

が
図
ら
れ
、
現
代
の
社
会

に
お
い
て
、
熱
中
症
対
策

は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

特
に
多
く
の
時
間
を
学
校

で
過
ご
す
児
童
生
徒
へ
の

対
策
は
急
務
で
す
。
さ
ら

に
、
学
校
の
体
育
館
は
避

難
所
と
し
て
の
使
用
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、
空
調
整

備
は
非
常
に
重
要
で
す
。

体
育
館
、
武
道
場
に
お
け

る
今
後
の
整
備
計
画
、
整

備
さ
れ
る
ま
で
の
対
応
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
で
は
、
何

年
度
ま
で
に
整
備
す
る
、

ク
ー
ラ
ー
以
外
の
暑
さ
対

策
を
講
じ
る
と
い
っ
た
計

画
を
明
示
し
て
い
る
自
治

体
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
近
隣
の
状
況
も

リ
サ
ー
チ
し
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
た
積
極
的
な
対

応
を
要
望
し
ま
す
。
こ
の

件
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の

対
応
が
で
き
る
よ
う
に
予

算
配
分
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
市
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

今
後
、
新
し
く
整

備
す
る
予
定
で
あ

る
府
中
小
学
校
や
八
郷
地

区
の
統
合
小
学
校
に
つ
い

て
は
、
体
育
館
空
調
整
備

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
一
方
、
統
合
再
編

さ
れ
る
学
校
に
お
い
て

は
、
現
時
点
で
の
整
備
の

予
定
は
な
く
、
建
て
替
え

や
長
寿
命
化
工
事
予
定
の

学
校
は
、
当
該
工
事
に
併

せ
て
整
備
を
検
討
し
ま

す
。
ま
た
、
整
備
す
る
間

に
つ
い
て
の
対
応
で
す

が
、
現
在
配
備
さ
れ
て
い

る
冷
風
機
の
活
用
の
ほ

か
、
ス
ポ
ッ
ト
空
調
の
配

備
な
ど
も
検
討
し
つ
つ
、

大
規
模
な
整
備
に
つ
い
て

は
、
財
源
の
確
保
も
含
め

て
検
討
し
ま
す
。

　

財
源
の
確
保
に
努
め
な

が
ら
、
各
学
校
の
状
況
を

踏
ま
え
て
進
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
も
冷

風
機
は
体
感
し
た
こ
と
が

あ
り
、
涼
し
く
な
い
と
い

う
の
は
認
識
し
て
い
ま

す
。
議
員
の
お
話
し
の
と

お
り
、
暑
さ
と
い
う
の
が

厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
市

民
の
安
全
・
安
心
の
た
め

に
も
、す
ぐ
で
き
る
対
策
、

計
画
的
な
対
策
か
ら
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
ち
整
備
を

進
め
る
よ
う
指
示
し
て
い

き
ま
す
。

▲筑波山塊の花崗岩が使
用されている迎賓館赤
坂離宮
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

中
なか

根
ね

　淳
じゅんいち

一

地
方
公
共
団
体
を

取
り
巻
く
環
境

は
、
多
様
化
・
高
度
化
・

複
雑
化
し
、
地
方
行
政
を

支
え
る
市
職
員
に
お
い
て

も
、
よ
り
専
門
性
の
高
い

知
識
・
経
験
・
技
能
を
有

す
る
こ
と
は
必
要
で
す
。

価
値
観
や
暮
ら
し
の
多
様

化
が
進
む
社
会
で
は
、
市

職
員
の
専
門
性
を
高
め
る

取
組
は
よ
り
重
要
に
な
る

と
考
え
ま
す
。

　

組
織
・
人
材
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
充
実
に
お
け
る
取

組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
市
職
員
が
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
た
い
と
い
う
職

場
風
土
づ
く
り
の
た
め
の

取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　

一
つ
の
課
で
解
決
で
き

る
こ
と
が
少
な
く
な
り
つ

つ
あ
る
複
雑
な
状
況
で
は

専
門
人
材
（
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
）
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
が
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
育
成
の
方
針
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。ま
た
、人
材
育

成
は
重
要
で
す
が
、
専
門

人
材
を
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
す

る
発
想
も
必
要
と
考
え
ま

す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
民
の
満
足
度
の

高
い
行
政
経
営
の

た
め
、
社
会
情
勢
等
の
変

化
に
応
じ
て
自
ら
を
変
革

す
る
組
織
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
、
組
織
機
構
の
最
適

化
、
人
材
確
保
、
働
き
方

改
革
等
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
へ
の
意
欲
を
持
ち
続
け

ら
れ
る
職
場
風
土
づ
く
り

の
た
め
、
給
与
改
定
や
テ

レ
ワ
ー
ク
導
入
等
、
仕
事

と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
両

立
、
や
り
が
い
が
持
て
る

職
場
風
土
づ
く
り
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

専
門
職
の
確
保
は
非
常

に
重
要
で
あ
り
、
様
々
な

専
門
職
を
募
集
し
て
い
ま

す
が
、
人
材
が
確
保
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
一
般
事
務

職
も
専
門
知
識
が
必
要
な

業
務
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
資
格
取
得
や
研
修
等

に
よ
り
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

育
成
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

　

専
門
人
材
の
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
は
近
年
の
人
材

活
用
の
ト
レ
ン
ド
の
一

つ
と
さ
れ
、
当
市
も
特
定

の
分
野
で
任
期
付
職
員

が
全
庁
的
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
が
、
分
野
を
拡

大
し
て
対
応
で
き
る
よ

う
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、

専
門
人
材
が
必
要
な
業

務
を
一
つ
の
部
署
に
集
め
、

効
率
的
に
処
理
す
る
こ
と

に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
し

組
織
の
充
実
を

鈴
すず

木
き

　康
やすひと

仁

石
岡
市
に
お
け
る

市
政
運
営
に
お
い

て
、
財
政
状
況
の
把
握
は

極
め
て
重
要
で
す
。
特
に

経
常
収
支
比
率
は
、
石
岡

の
財
政
運
営
の
弾
力
性
を

示
す
指
標
で
あ
り
、
今
後

の
政
策
判
断
や
事
業
実
施

の
基
盤
と
な
り
ま
す
。
こ

の
指
数
の
推
移
を
確
認

し
、
財
政
運
営
の
方
向
性

を
探
る
こ
と
が
、
市
民
生

活
の
安
定
と
将
来
世
代
へ

の
責
任
を
果
た
す
う
え
で

不
可
欠
で
す
。

　

ま
ず
、
過
去
５
年
間
に

お
け
る
当
市
の
経
常
収
支

比
率
の
推
移
に
つ
い
て
説

明
願
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
要
因
、
特
に
歳
入
面
で

は
市
税
や
地
方
交
付
税
、

歳
出
面
で
は
扶
助
費
、
人

件
費
、
公
債
費
な
ど
の
ど

ん
な
影
響
を
表
し
て
い
る

の
か
、
説
明
願
い
ま
す
。

　

次
に
、
今
後
３
年
間
に

お
け
る
当
市
の
経
常
収
支

比
率
の
見
通
し
に
つ
い

て
、
市
の
予
測
を
お
示
し

願
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
つ
つ

財
政
の
健
全
性
を
ど
う
確

保
す
る
の
か
、
具
体
的
な

方
向
性
を
伺
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
の

推
移
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
度
が
91
・
９
、

令
和
３
年
度
が
84
・
５
、

令
和
４
年
度
が
91
・
９
、

令
和
５
年
度
が
93
・
３
、

令
和
６
年
度
が
95
・
８
と

な
り
ま
す
。
市
税
や
普
通

交
付
税
な
ど
の
経
常
一
般

財
源
総
額
を
分
母
、
人
件

費
や
扶
助
費
、
公
債
費
な

ど
の
経
常
経
費
充
当
一
般

財
源
を
分
子
と
し
た
比
率

で
、１
０
０
に
近
い
ほ
ど
、

臨
時
の
財
政
需
要
へ
の
余

裕
が
な
く
な
り
ま
す
。
各

費
目
の
推
移
は
個
別
の
要

因
が
あ
り
、
年
度
ご
と
に

増
減
し
ま
す
が
、
全
体
と

し
て
、
経
常
一
般
財
源
と

経
常
経
費
充
当
一
般
財
源
、

共
に
総
額
と
し
て
伸
び
、

結
果
と
し
て
経
常
収
支
比

率
が
伸
び
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
見
通
せ
な

い
部
分
も
あ
り
、
推
測
に

な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

人
件
費
や
物
件
費
と
同

様
に
市
税
等
も
伸
び
ま
す

が
、
人
件
費
や
物
件
費
の

伸
び
の
ほ
う
が
大
き
い
状

況
が
続
き
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
し
つ
つ
財
政
健

全
化
を
確
保
す
る
た
め
、

よ
り
一
層
適
正
規
模
、
コ

ス
ト
意
識
を
持
っ
て
、
ビ

ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ス
ク
ラ
ッ

プ
に
よ
る
事
務
事
業
の
見

直
し
等
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

市
民
生
活
と
将
来
世
代
の
た

め
、
財
政
の
健
全
性
の
確
保

を

▲石岡市の財政状況は
こちら

石岡市で募集
している専門職

保健師、保育士、
土木技師、学芸
員、消防職
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動　画

動　画

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

関
せきぐち

口　忠
ただ

男
お

石
岡
地
域
に
お
け
る
産
婦
人

科
誘
致
状
況
は
い
か
に

現
在
、
分
娩
を
担

え
る
医
療
機
関
が

な
く
、
多
く
の
妊
婦
が
市

外
の
病
院
ま
で
足
を
運
ば

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ

り
、
安
心
安
全
な
生
活
基

盤
を
揺
る
が
す
重
大
な
問

題
で
あ
り
、
若
年
層
の
定

住
や
移
住
を
阻
害
す
る
要

因
と
も
な
り
ま
す
。
産
婦

人
科
の
確
保
は
、
妊
産
婦

と
新
生
児
の
命
を
守
り
、

将
来
的
な
人
口
減
少
抑
制

や
地
域
の
活
性
化
に
も
直

結
す
る
重
要
な
課
題
で

す
。

　

令
和
７
年
第
２
回
定
例

会
に
て
、
石
岡
地
域
の
医

療
機
関
に
加
え
、
県
内
外

の
医
療
法
人
に
対
し
て
積

極
的
な
誘
致
活
動
を
実
施

し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
の
受
入
先
も

減
る
中
、
早
急
な
産
婦
人

科
の
開
設
が
必
要
と
思
い

ま
す
が
、
開
設
目
標
時
期

を
伺
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
議
会
等

で
、
３
市
で
協
議
し
、
産

婦
人
科
誘
致
に
当
た
る
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

市
と
し
て
の
石
岡
地
域
に

お
け
る
産
婦
人
科
医
療
の

必
要
性
の
認
識
、
３
市
で

の
今
後
の
取
組
に
つ
い

て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

県
内
外
の
医
療
法

人
へ
積
極
的
な
誘

致
活
動
を
実
施
し
た
結

果
、
前
向
き
に
検
討
し
て

も
ら
え
る
医
療
法
人
が
見

つ
か
り
、
具
体
的
な
協
議

を
進
め
ら
れ
る
段
階
と
な

り
、
妊
産
婦
の
方
の
利
便

性
を
考
慮
し
、
市
内
公
有

地
を
候
補
地
と
し
て
誘
致

し
て
い
ま
す
。
分
娩
で
き

る
施
設
が
減
少
し
て
い
る

た
め
早
急
な
開
設
が
必
要

と
考
え
る
一
方
、
医
療
法

等
の
手
続
も
あ
り
、
令
和

10
年
中
の
開
設
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

全
国
的
に
産
科
医
の
不

足
が
深
刻
化
し
、
一
つ
の

市
で
産
科
の
維
持
・
確
保

は
大
変
厳
し
い
で
す
が
、

小
美
玉
市
、
か
す
み
が
う

ら
市
と
協
議
を
重
ね
、
妊

産
婦
が
安
心
し
て
分
娩
で

き
る
産
科
施
設
の
誘
致
に

向
け
て
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

出
産
で
き
る
産
婦
人
科

の
必
要
性
は
十
分
認
識
し

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
両

市
と
連
携
し
、
早
期
に
産

婦
人
科
を
誘
致
、
妊
産
婦

が
安
心
し
て
出
産
・
育
児

に
臨
め
る
環
境
の
充
実
に

向
け
、
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。

髙
たか

野
の

　　要
かなめ

新
し
い
市
民
ホ
ー
ル
建
設
の

意
味
と
は
　
見
解
を
問
う

複
合
文
化
施
設
に

つ
い
て
は
、
何
度

も
何
度
も
質
問
を
し
て
き

ま
し
た
。
今
、
非
常
に
残

念
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と

は
、
当
初
の
市
長
の
目
的

で
あ
っ
た
子
ど
も
た
ち
へ

の
歴
史
認
識
、
歴
史
を
子

ど
も
た
ち
に
学
ん
で
も
ら

う
、
教
育
の
場
と
す
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
図

書
館
も
併
設
し
て
建
築
す

る
と
、
こ
れ
は
駅
東
で
す

ね
。
そ
う
い
う
遠
大
な
利

用
目
的
が
あ
っ
た
わ
け
で

す
が
、
現
在
は
市
民
ホ
ー

ル
と
名
称
も
変
わ
り
、
何

か
演
芸
会
館
で
も
で
き
る

の
か
な
と
い
う
認
識
で

す
。
本
当
に
そ
う
い
っ
た

も
の
が
必
要
で
あ
る
の
か

と
不
安
に
も
駆
ら
れ
る
わ

け
で
す
。
改
め
て
市
民

ホ
ー
ル
を
造
る
こ
と
に
つ

い
て
、
そ
の
意
味
を
お
聞

か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
現
在
市
内
に
あ

る
ホ
ー
ル
と
い
え
ば
、
中

央
公
民
館
と
ひ
ま
わ
り
の

館
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
令
和
４
年
度
か
ら
令

和
６
年
度
ま
で
の
３
か
年

で
年
間
何
件
の
利
用
が

あ
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

新
た
な
施
設
に
つ

い
て
は
、
令
和
２

年
３
月
に
閉
館
し
た
市
民

会
館
に
代
わ
る
施
設
の

整
備
を
進
め
る
も
の
で
、

ホ
ー
ル
機
能
を
中
核
と

し
て
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

や
会
議
室
、
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
な
ど
、
複
合
的
な

機
能
を
備
え
た
施
設
と
し

て
整
備
を
し
て
い
く
計
画

で
す
。
芸
術
文
化
に
関
連

す
る
活
動
や
多
様
な
市
民

活
動
の
受
皿
と
し
て
の
役

割
を
担
い
、
ま
た
多
世
代

間
交
流
の
促
進
や
に
ぎ
わ

い
の
創
出
の
拠
点
と
な
る

な
ど
を
目
的
に
、
建
設
を

目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
の

利
用
で
す
が
、
令
和
４
年

度
は
43
件
、
令
和
５
年
度

は
80
件
、
令
和
６
年
度
は

66
件
の
利
用
で
し
た
。
ひ

ま
わ
り
の
館
の
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
午

前
、
午
後
、
夜
間
な
ど
時

間
帯
ご
と
の
貸
出
し
を
集

計
し
、
令
和
４
年
度
は

４
０
８
件
、
令
和
５
年
度

は
４
０
７
件
、
令
和
６
年

度
は
３
８
４
件
で
し
た
。

石岡市地域医療計画
行政が担う対策に係る
取り組みの方針

1. 体制の維持

2. 体制の発展

3. 人材の育成

4. 医療ニーズの
　 把握と情報発信

▲ホール利用されている中央公民館の
　大講堂
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動　画

動　画

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

富
とみ

田
た

　雅
まさ

史
し

地
中
マ
ー
カ
ー
の
活
用
に
つ

い
て

細
か
い
方
策
の
検
討
を

石
岡
市
の
産
業
に

お
い
て
大
き
な
ウ

エ
ー
ト
を
占
め
る
農
業

は
、
全
国
的
な
少
子
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
に
よ

り
、
農
業
自
体
の
担
い
手

が
減
少
し
て
い
る
現
状
の

中
、
効
果
的
・
効
率
的
に

農
業
を
続
け
て
い
く
た
め

に
も
、
担
い
手
に
よ
る
農

業
の
集
約
は
必
要
不
可
欠

だ
と
考
え
ま
す
。そ
こ
で
、

当
市
に
お
け
る
農
地
の
集

約
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　

集
約
を
進
め
て
い
く
上

で
、
地
中
マ
ー
カ
ー
の
活

用
が
問
題
解
決
に
な
る
と

考
え
ま
す
。
県
内
自
治
体

で
は
地
中
マ
ー
カ
ー
に
よ

り
、
耕
作
地
の
境
界
を
記

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り

ま
す
。
地
中
マ
ー
カ
ー
の

課
題
と
今
後
の
活
用
に
向

け
た
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

私
が
求
め
た
い
の
は
、

地
中
マ
ー
カ
ー
の
導
入
だ

け
で
は
な
く
、
農
業
の
抱

え
る
諸
問
題
が
集
約
に

よ
っ
て
解
決
に
向
か
う
と

考
え
ま
す
の
で
、
集
約
に

支
障
を
来
た
し
て
い
る
事

象
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

解
決
す
る
方
策
を
実
施
す

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

令
和
６
年
度
末

時
点
に
お
け
る

石
岡
市
管
内
の
農
地
面

積
は
６
１
１
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
こ
の
う
ち
集
積
面
積

１
３
７
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

集
積
率
22
・
５
％
で
す
。

内
訳
は
、
水
田
が
２
９
１

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
集
積
面

積
８
３
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

集
積
率
28
・
８
％
、
畑
が

３
２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

集
積
面
積
５
３
７
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
集
積
率
16
・
８
％

で
す
。
な
お
、
集
積
面
積

は
、
認
定
農
業
者
や
認
定

新
規
就
農
者
な
ど
の
耕
作

面
積
を
合
算
し
た
も
の
で

す
。

　

地
中
マ
ー
カ
ー
の
課
題

は
、
あ
く
ま
で
も
境
界
木

の
代
用
と
し
て
用
い
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
国
土
調

査
に
お
け
る
境
界
杭
の
代

替
と
は
な
ら
な
い
た
め
、

権
利
関
係
上
の
観
点
か

ら
、
地
権
者
と
耕
作
者
双

方
の
理
解
の
合
意
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
当

市
と
し
て
は
、
農
業
の
効

率
化
・
集
約
に
一
定
の
効

果
が
あ
る
地
中
マ
ー
カ
ー

に
つ
い
て
、
地
権
者
、
耕

作
者
か
ら
導
入
の
要
望
が

あ
っ
た
際
に
は
、
速
や
か

に
茨
城
県
農
地
中
間
管
理

機
構
に
情
報
提
供
を
図

り
、
活
用
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

小
こ

松
まつ

　豊
とよまさ

正

中
学
校
の
部
活
動

の
在
り
方
の
問
題

は
、
そ
の
後
の
個
々
の
中

学
生
の
方
々
の
人
生
に

と
っ
て
も
非
常
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
も
の
と
し

て
、
大
変
重
要
だ
と
考
え

ま
す
。
市
内
中
学
校
ご
と

に
か
な
り
多
岐
に
わ
た
っ

て
、
体
育
系
も
文
化
系
も

活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
適
切
な
指
導
が
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

　

部
活
動
指
導
員
に
つ
い

て
、
例
え
ば
、
そ
の
学
校

の
先
輩
で
あ
っ
た
り
、
あ

る
い
は
自
主
的
な
申
出
に

よ
っ
て
無
償
で
指
導
す
る

方
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ

う
で
は
な
い
方
も
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

　

部
活
動
の
技
術
向
上
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き

点
な
ど
、
何
か
検
討
と
い

う
の
は
逐
次
で
行
わ
れ
て

い
る
も
の
な
の
か
、
教
育

委
員
会
と
し
て
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

部
活
動
の
指
導

は
、
主
に
各
学
校

の
教
職
員
が
指
導
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
部
活
動
指
導
員
を
今
年

度
は
12
人
配
置
し
、
専
門

性
の
高
い
指
導
者
に
よ
る

指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
部

活
動
も
あ
り
ま
す
。

　

部
活
動
指
導
員
は
、
現

在
、無
償
の
方
は
お
ら
ず
、

全
て
有
償
と
な
っ
て
い
ま

す
。
報
酬
に
つ
い
て
は
、

部
活
動
指
導
員
は
市
の
会

計
年
度
任
用
職
員
と
な
る

た
め
、市
の
定
め
る
条
例
・

規
則
に
従
っ
て
算
定
し
た

報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

　

部
活
動
の
技
術
的
向
上

に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て
、
生
徒
数
の
減
少
等
に

よ
る
部
活
動
の
存
続
が
難

し
い
状
況
、
ま
た
、
教
員

の
働
き
方
改
革
を
踏
ま

え
、
部
活
動
の
地
域
展
開

を
進
め
て
い
ま
す
。
生
徒

が
や
っ
て
み
た
い
と
思
う

こ
と
に
気
軽
に
参
加
で
き

る
、
持
続
可
能
で
多
様
な

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の

環
境
の
整
備
を
進
め
、
そ

の
中
で
、
専
門
性
の
高
い

地
域
人
材
を
指
導
者
と
し

て
活
用
し
、
技
術
の
向
上

も
図
れ
る
よ
う
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
ま
す
。

部
活
動
を
よ
り
活
発
に
す
る

た
め
の
今
後
の
対
応
を
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

飯
いいむら

村　一
かず

夫
お

本
当
の
働
き
方
改
革

職
場
環
境
を
平
等
に
す
る
べ

き

公
共
施
設
の
多
く

は
老
朽
化
が
進
行

し
、
今
後
は
大
規
模
改
修

や
建
て
替
え
が
必
要
と
な

る
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
同
時
期
に
集
中
す

る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
な
ど
社
会

状
況
と
と
も
に
、
公
共
施

設
を
取
り
巻
く
環
境
も
大

き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
将
来
を
見

据
え
た
公
共
施
設
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
が
必
要

と
な
る
と
思
い
ま
す
。
老

朽
化
し
た
設
備
の
対
応
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

園
部
保
育
所
に
は
調
理

ス
ペ
ー
ス
が
余
裕
が
な

く
、
ま
た
、
第
１
保
育
所

に
つ
い
て
は
電
源
の
場
所

や
職
員
の
調
理
動
線
の
関

係
で
食
器
洗
浄
機
を
設
置

し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

す
が
、
作
業
が
し
や
す
い

環
境
に
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
働
き
方
改
革
の
一
環
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
同

一
労
働
、
そ
し
て
同
一
賃

金
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
考
え

を
伺
い
ま
す
。

老
朽
化
し
た
設
備

に
つ
い
て
は
、
優

先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
修

繕
や
更
新
を
行
い
、
保
育

環
境
の
整
備
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

私
ど
も
も
職
場
環
境
の

整
備
や
働
き
方
改
革
の
必

要
性
に
つ
い
て
十
分
承
知

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

施
設
の
形
状
に
よ
っ
て
は

ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
て
も
、
調

理
台
・
調
理
器
具
等
の
設

置
に
よ
る
動
線
か
ら
効
率

的
で
な
い
等
の
理
由
に
よ

り
、
な
か
な
か
設
置
に
至

ら
な
い
現
状
も
あ
り
ま
す
。

　

調
理
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充

に
関
し
て
、
保
育
所
は
保

育
の
必
要
性
の
あ
る
お
子

さ
ん
を
預
か
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
給
食
を
で
き
る
だ

け
止
め
な
い
こ
と
が
優
先

的
と
考
え
て
い
ま
す
。
給

食
作
業
を
止
め
ず
に
工
事

を
行
う
こ
と
は
様
々
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に

ス
ペ
ー
ス
を
増
築
し
て
設

置
を
す
る
こ
と
は
、
費
用

の
問
題
も
含
め
、
な
か
な

か
で
き
な
い
現
状
に
あ
り

ま
す
。

　

今
後
、
石
岡
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
見

直
し
な
ど
、
中
規
模
改

修
、
長
寿
命
化
改
修
、
そ

う
い
っ
た
時
期
等
に
合
わ

せ
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
意

見
は
常
に
確
認
を
し
な
が

ら
、
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

動　画

鈴
すず

木
き

　将
まさふみ

史

不
法
盛
土
に
関
し
、

撤
去
に
向
け
て
強

い
覚
悟
を
持
ち
、
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
が
、
同
時
に
、
安
全
面

へ
の
対
応
や
、
地
元
の
意

見
等
に
耳
を
傾
け
る
対
応

も
重
要
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
現
場
で
、
不
法
盛
土

が
持
ち
込
ま
れ
た
際
に
行

わ
れ
て
い
た
行
為
に
つ
い

て
も
様
々
な
声
が
上
が
っ

て
お
り
、
中
で
は
異
様
な

光
景
を
見
た
と
い
う
方
も

い
ま
す
。こ
の
点
に
対
し
、

し
っ
か
り
と
対
応
と
い
い

ま
す
か
、
行
為
者
に
対
し

て
説
明
を
求
め
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
が
、
地
元

へ
の
対
応
も
含
め
、
伺
い

ま
す
。
現
状
の
説
明
で

あ
っ
た
り
情
報
の
共
有
、

さ
ら
に
地
元
の
意
見
の
収

集
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い

点
も
強
く
要
望
を
し
ま

す
。

　

今
後
の
対
応
で
す
が
、

不
法
盛
土
の
撤
去
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
こ
の

問
題
は
、
行
為
者
に
責
任

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
市

か
ら
の
指
導
な
ど
に
対
す

る
姿
勢
に
つ
い
て
、
担
当

課
と
し
て
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
行
為
者
は

不
法
盛
土
を
撤
去
す
る
意

思
は
明
確
に
示
し
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

８
月
18
日
、
恋
瀬

地
区
の
区
長
と
会

い
、
不
法
盛
土
行
為
に
対

し
て
不
安
と
な
っ
て
い
る

こ
と
や
、
行
為
者
に
対
し

て
確
認
し
た
い
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
実

施
し
、
行
為
者
本
人
に
当

時
行
っ
て
い
た
行
為
等
に

つ
い
て
、
明
確
な
説
明
を

求
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
、
そ
う
い
っ
た
行
為
、

説
明
の
内
容
の
報
告
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
ら
、再
度
、

地
元
の
方
の
ご
意
見
を
聞

く
機
会
を
設
け
、
報
告
等

を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

不
法
盛
土
行
為
者
を
幾

度
と
な
く
呼
び
出
し
て
い

ま
す
。
そ
の
際
に
、
き
ち

ん
と
指
導
を
行
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
行
為
者
本

人
に
お
い
て
は
、
毎
回
呼

出
し
に
応
じ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
指
導
に
お
い

て
、
土
砂
等
を
撤
去
す
る

意
思
を
示
し
て
い
る
状
況

で
す
。
生
活
環
境
部
と
し

て
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
等

を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
土

砂
等
の
早
期
撤
去
に
向

け
、
行
為
者
の
責
任
を
強

く
追
及
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

小
見
地
区
の
不
法
盛
土
の
今

後
の
対
応
　
粘
り
強
い
取
組

を

働き方改革３つの柱

1. 長時間労働の是正

2. 正規・非正規間の
　 格差解消
3. 多様で柔軟な働き
　 方の実現

▲国土交通省
　不法・危険盛土等への対処
　方策ガイドライン（要約版）
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常任委員会の活動
　石岡市議会には３つの常任委員会が置かれており、各委員会は、担当する部門に関する市の業
務内容の調査や、議案と請願・陳情の審査などを行っています。委員会は議会の閉会中も開催し
ており、積極的な議論が交わされています。
　ここでは、最近の委員会において議論された主な内容をご紹介します。

総務企画委員会

文教厚生委員会

産業建設委員会

　9 月 8 日に開催した当委員会では、執行部よりマ
イナ救急運用開始についての報告がありました。
　執行部から、「これまでの救急現場では、病歴や服
薬状況を本人や家族から口頭で確認していたが、本
人が会話できない場合や家族が正確に把握していな
い場合もあり、迅速かつ的確な対応に支障を来すこ
とがあったが、マイナ保険証を用いることで確実に
医療情報を取得でき、救急活動を円滑に進めること
が可能となり、結果として、救急患者や家族の負担
軽減につながるものである。また、市民への周知と

　8 月 12 日に開催した当委員会では、所管事務の
調査に伴い、八郷地区小学校の統合推進に関して、
八郷地区統合小学校の建設候補地の現地調査を行い
ました。
　執行部から、統合に向けた計画や建設候補地の諸
情報、「八郷中学校の東側の隣接地を適地と考えてい
る」といった説明がありました。説明を受けた委員
からは、「東側には民家があるため用地取得は難しい
のではないか。東側の一部と西側の一部の用地を取
得して整備するほうがいいのではないか。例えば東

　埼玉県八潮市での事例をはじめ、全国的に下水道
管に起因する道路陥没事故が発生していますが、石
岡市においても同様の事故が発生していることが、
委員会で報告されました。
　8 月 5 日開催の委員会では、執行部から、7 月
17、18 日に、国府四丁目地内で想定築年数 50 年
の下水道管の破損による道路陥没が発生し、補修を
行ったとの報告がありました。補修した管全体の改
築工事を年内に実施予定とのことです。報告を受け、
委員から「築 50 年前後の管がどこに布設されてる
かは把握しているか」との質問があり、執行部から

マイナ救急運用開始

八郷地区小学校の統合推進

下水道管に起因する道路陥没事故

して、広報紙やホームページ、ポスター等を通じて
導入内容を広く周知し、安心して利用いただけるよ
う努めていく」との説明がありました。
　説明を受けた委員からは、「職員の研修が短い時間
の中で 10 月 1 日からスター
トということで、ミスのないよ
うにしっかりと研修をしていた
だいて、市民の皆さんの安全・
安心につなげていただきたい」
との意見がありました。

側に運動施設を設置し、現在の八郷中学校の敷地内
に校舎を立てた場合、死角になってしまって子供た
ちが運動している様子を確認できなくて少々不安で
ある」といった意見が出されました。それを受け、「頂
いた意見を十分検討し、小中一貫として整備するた
め、できる限り一体的な施設
になるような校舎を目指した
い」などの説明がありました。

は「築年数等は台帳で管理しており、随時古いとこ
ろから順に調査を実施し、改築等が必要であれば改
築する対策を取っている」との答弁がありました。
　続く 9 月 9 日開催の委員
会においても、東光台五丁
目地内で 8 月 27 日に下水
道管の破損による道路陥没
が発生し、対応した旨の報
告がありました。

7月17日に発生した陥没箇所▲

8月12日の現地調査の様子▶︎

▲総務省消防庁のHPより



編集後記
　いしおか市議会だより第97号が完成いたしました。
　令和７年第３回定例会では、市有公共用地貸借に
関する調査特別委員会の調査結果に係る市長及び教
育長の責任を示す給与減額の議案が議員から提出、
可決されました。さらに、再議に付され、議決のと
おり決定となり、特別職の責任について厳しく受け
止めるべきとの議会の意思が示されました。これら
の内容は特集で詳しく取り上げております。
　上曽トンネルが開通、石岡市市制施行 20 周年と
いう大きな節目を迎えました。石岡市をよりよいま
ちにするために、議会の監視機能を発揮し、議論す
る定例会の様子は、市議会ホームページから録画映
像で確認できます。また、リアルタイムでの中継も
行っておりますので、ぜひご覧ください。今後も、
市民の皆様に分かりやすくお伝えできるよう努力し
てまいります。議会及び議員活動へのご意見等がご
ざいましたらお知らせください。（富田）

●議会広報委員会
委員長　川井　幸一　　副委員長　富田　雅史
委　員　新田　　茜　　委　員　飯村　一夫
委　員　中根　淳一　　委　員　鈴木　将史

環境にやさしい植物油インキを使用しています。

　「いしおか市議会だより」は、紙媒体での配布やホームページへの掲載とあわせ、10 言語翻訳や
音声読み上げ機能を持つ「カタログポケット（カタポケ）」と、県内自治体の広報誌などが集約さ
れた「ibaraki ebooks（イバラキイーブックス）」でデジタルブック配信しています。スマートフォ
ンやタブレットなどで、ぜひアクセスしてみてください！
※デジタルブック配信は、発行日からおおむね１週間以内に行っています。
※アプリ本体の利用は無料。ダウンロードや閲覧に必要な通信費は利用者負担となります。

▲カタログポケット ▲ ibaraki ebooks

いしおか市議会だより、
デジタルブック配信中！

月　日 内　　容 場　所 中継

12月  2日㈫ 開会日（議案の提案
理由説明など） 本会議場 ○

12月  8日㈪ 一般質問 本会議場 ○

12月  9日㈫ 一般質問 本会議場 ○

12月10日㈬ 一般質問 本会議場 ○

12月11日㈭ 議案質疑 本会議場 ○

12月12日㈮ 文教厚生委員会 委員会室

12月15日㈪ 総務企画委員会 委員会室

12月16日㈫ 産業建設委員会 委員会室

12月17日㈬ 議会運営委員会 全　　員
協議会室

12月18日㈭ 閉会日（議案の採決
など） 本会議場 ○

第４回定例会の予定

　石岡市議会ホームページで、石岡市議会用語集をご覧いただけます！

　用語集は、石岡市議会の本会議や委員会で用いられる議会運営に関する用語を
中心に、50音順に分かりやすく解説したものです。議会に関する基本的な用語か
ら専門的な用語まで幅広く掲載しています。
　いしおか市議会だよりや会議録を読んでいて、「知らない用語が出てきて分からない…」と思ったこと
はないでしょうか？そんな時はぜひ、この用語集をご活用ください。

石岡市議会用語集
〜議会の用語を分かりやすく解説〜 議会用語集

用語集はこちらから
アクセスできます！

議案って、
どんなもの？

動議って、
なんだろう？

◀️
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
用
語
集


